
区長　奥原達雄
編集者

林田豊司（北１組６班）

発行責任者
黒石団地区自治会

黒　石　団　地　区　報 平成１６年８月

　
沿
道
で
は
区
民
の
皆
さ
ん
が
お
賽
銭
を
持

っ
て

、
子
供
達

の
大
き
な
か
け
声
や

、
気
勢
の
良
さ
に
目
を
細
め
て

、
激
励

を
送

っ
て
い
ま
し
た

。

　
午
後
五
時
過
ぎ
か
ら
ぽ
つ
ぽ
つ
と
降
り

始
め
た
雨
で

、
開
催
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が

、
爆
竹
の
打
ち
上
げ
ら
れ
る
頃
に
は

す
っ
か
り
上
が
り

、
絶
好
の
夏
祭
り
日
和

と
な
り
ま
し
た

。

子
ど
も
会

　
　
み
こ
し

　
子
ど
も
会
み
こ
し

は

、
一
週
間
前
の
八

月
二
日
か
ら
公
民
館

で
準
備
作
業
が
進
め

ら
れ

、
子
供
た
ち
の

創
意
工
夫
が
な
さ
れ

て

、
楽
し
い
み
こ
し

が
出
来
上
が
り
ま
し

た

。

　
組
長
さ
ん
や

、
自

衛
消
防
団
の
お
父
さ

ん
達
に

、
隊
列
の
前

後
を
守
ら
れ
な
が
ら

区
全
域
を
東

、
西
･

中

、
南

、
北
１
･
２

の
四
組
に
分
か
れ
て

元
気
に
練
り
歩
き
ま

し
た

。

　
今
年
の
夏
祭
り
の
特
徴

に
夜
店
の
出
店
の
多
さ
が

あ
げ
ら
れ
ま
す

。
文
化
部

子
ど
も
会

、
自
衛
消
防
団

池
田
組
な
ど
は
例
年
通
り

で
す
が

、
今
回
は
若
鮎
会

林
田
会
な
ど
が
新
た
に
加

わ
り

、
六
団
体
・
テ
ン
ト

七
張
り
・
一
七
品
目
と

、

多
種
多
様
な
夜
店
が

、
格

安
の
値
段
で

、
出
店
し
ま

し
た

。
そ
の
効
果
が
あ

っ

て
人
出
も
昨
年
よ
り
か
な

り
多
か

っ
た
よ
う
で
す

。

　
ど
の
夜
店
テ
ン
ト
も

、
抽
選
会
前

に
は
ほ
ぼ
完
売
し

、
最
後
は
も
う
少

し
分
量
や
出
店
を
多
く
し
て
は

」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
た
程
で
し
た

。

　
去
る
八
月
七
日

（
土

）
に
黒
石
グ
ラ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

、
第
二
七
回

黒
石
団
地
区
夏
祭
り
は
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た

。
開
催
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た

、
関
係
各
位
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

。

　
さ
て
今
回
の
夏
祭
り
は

、
上
記
の
記

事
の
子
ど
も
会
み
こ
し
や
夜
店
や
抽
選

会
の
他
に
も

、
会
場
の
イ
ラ
ス
ト
図
が

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
さ
れ
た
り

、
団
地

の
幹
線
道
路
に
横
断
幕
が
張
ら
れ
た
り

ま
た
会
場
照
明
や
恒
例
の
夏
祭
り
イ
ル

ミ
ネ
ー

シ

ョ
ン
が

、
昨
年
よ
り
か
な
り

パ
ワ
ー

ア

ッ
プ
し
ま
し
た

。
区
民
の
皆

様
に
も
十
分
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
も

の
と
思
い
ま
す

。

　
　
こ
れ
も
黒
石
団
地
在
住
の
様
々
な
分
野

の
専
門
家
や

、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
が

、
以
前
に
も
増
し
て
自
治
会
活
動
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
す

。
来

年
の
夏
祭
り
も
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

。

　
区
で
は
公
民
館
の
玄
関
の
柱
に
投
書
箱

を
設
置
し
て

、
区
民
の
皆
様
の
幅
広
い
ご

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

。
夏
祭
り
以
外

の
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん

。
ま
た
こ
の
区

報
ふ
れ
あ
い
に
掲
載
し
た
い
記
事
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら

、
気
軽
に
投
書
箱
に
入
れ
て

下
さ
い

。

　
今
年
の
夏
祭
り
で

一
番
盛
り
上
が

っ
た

の
は

、
抽
選
会
で
し

た

。

　
今
回
は
各
社
協
賛

賞
が
充
実
し
て
お
り

九
社
六
十
一
本
を
協

賛
し
て
頂
い
た
き
ま

し
た

。
昨
年
の
ほ
ぼ

倍
近
い
総
数
八
十
四

本
の
賞
品
が

、
文
化

部
さ
ん
を
中
心
に
集

め
ら
れ
ま
し
た

。

　
こ
れ
ま
で
前
例
の

な
い
区
長
賞
の
一
万

円
の
商
品
券
な
ど
も

あ
り

、
各
賞
が
発
表

さ
れ
る
と

、
ど
よ
め

き
や
黄
色
い
声
援
が

お
き
た
り

、
会
場
は

か
な
り
ヒ
ー
ト
ア

ッ

プ
し
ま
し
た

。

夜
店

抽
選
会

区
か
ら
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西合志町地区魅力化事業とは
　西合志町が平成１４年度から行っている、地域活性化事業。
先進地の合志町に習い、本町でも始められた。
　町全体の各種基盤整備とは違い、そこに住む人達が、毎日生
活する地区を今一度総合的に見直し、将来、より魅力的で住み
よい町とするためにの計画を策定し、その計画に基づき「まちづ
くり」をすすめていこういう事業です。

　平成１４年度 南陽区の夏祭り計画など、
　平成１５年度 御代志区のゴミ捨て場の美化・文化祭など、
　　　　　　　　　 東須屋区のスピーカー修繕など、
　　　　　　　　　 上須屋区の防犯パトロール、街灯設置など

　平成１６年度は、黒石団地区と堀川区の事業案が、採用され
た。この魅力化事業案が採用されると、初年度の計画案作成段
階で５０万円、次年度の実施段階で１００万円の町の補助金が
交付されます。

○
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
月
に
数

　
回

、
公
民
館
の
施
設
を
使

っ
て
食

　
事
を
作
り

、
希
望
さ
れ
る
方
に
配

　
膳
す
る

。

○
各
組
ご
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行

　
い

、
そ
の
組
の
対
象
の
方
の
み
配

　
膳
す
る

。

○
対
象
者
等
に
つ
い
て
は
民
生
委
員

　
や
関
係
者
と
事
前
打
ち
合
わ
せ
調

　
整
す
る

。

○
食
を
通
じ
高
齢
者
と
区
民

（
社

　
会

）
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
な

　
る

。

○
男
女
を
問
わ
ず

、
区
民
誰
で
も

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
に
よ
り

、

　
区
民
の
交
流
促
進
が
す
す
む

。

○
公
民
館
施
設
の
有
効
活
用
と

、

　
区
民
の
料
理
教
室
の
場
的
活
用

　
に
も
な
る

。

○
高
齢
化
社
会
の
意
識
と

、
互
助

　
精
神
が
醸
成
さ
れ
て
い
く

。

①
　
文
化
祭
の
目
的
・
意
義

　
○
す
べ
て
の
世
代
参
加
型
の
自
治
会
行
事
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
特
に
中
･
高
年
層

）

　
○
団
地
内
に
は

、
趣
味
や
技
能
の
達
者
な
方
も
多

　
　
く

、
よ
り
多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
や

　
　
す
く
な
る

。

②
　
文
化
祭
の
や
り
方

　
○
黒
石
団
地
区
公
民
館
を
主
会
場
に
す
る

。

　
○
三
日
～

一
週
間
程
度
の
日
程

　
　
　
　

（
十
一
月
三
日
文
化
の
日
の
前
後

）

　　
○
文
化
部
が
担
当
す
る

。

③
　
企
画

（
具
体
的
な
出
品
作
品
や
演
目
な
ど

）

　
○
出
品
作
品

　
　
　
絵
画
･
写
真
･
盆
栽
･
生
け
花
･
書
な
ど

 
○
出
演
演
目

　
　
　
夏
祭
り
や
敬
老
会
と
同
じ
出
演
目
を
さ
け
る

　
　
　
軽
音
楽
･
詩
吟
な
ど

 
○
講
演
会
な
ど

　
　
　
団
地
内
外
か
ら
広
く
人
材
を
募
る

 
○
炊
き
出
し

（
だ
ご
汁
・
ぜ
ん
ざ
い
な
ど

）

　
　
　
日
時
を
決
め
て
来
場
者
を
も
て
な
す

八
月
十
日

（
火

）
公
民
館
に

て

、
企
画
課
の
坂
本
氏
に
よ

る
説
明
会
が
あ

っ
た

。

 
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
数
年
が
た
ち
ま
す
が

、
今
だ
に
違

反
ゴ
ミ
が
多
く
見
ら
れ
ま
す

。
特
に
埋
め
立
て
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
中
身
の
五

十
％
以
上
が
燃
え
る
ゴ
ミ
と
な

っ
て
い
る
た
め

、
収
集
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
て

い
る
ケ
ー

ス
が
多
々
あ
り
ま
す

。
も
う
一
度
分
別
収
集
を
よ
く
守
り

、
名
前

を
記
入
し
て
か
ら
ゴ
ミ
出
し
て
く
だ
さ
い

。
又

、
燃
え
る
ゴ
ミ
も

、
ゴ
ミ
だ

し
ル
ー

ル
を
守
り

、
前
日
に
出
す
事
の
な
い
よ
う
に
お
願
致
し
ま
す

。

　
七
月
末
南
組
で
痴
漢
騒
ぎ
が
あ
り
ま
し
た

。
午
後
十
一
時
半
頃

、
浴
室
の

窓
を
少
し
開
け
入
浴
中

、
覗
き
の
痴
漢
だ

っ
た
そ
う
で
す

。
ご
主
人
が
追
跡

さ
れ

、
警
察
に
通
報
し
ま
し
た
が

、
犯
人
は
ま
だ
捕
ま

っ
て
い
ま
せ
ん

。
パ

ト
カ
ー
の
重
点
警
ら
地
区
と
な
り
ま
し
た
が

、
夏
場
は
痴
漢
が
多
く
発
生

し
ま
す
の
で
日
頃
か
ら
身
辺
に
注
意
し
て

、
自
ら
も
防
護
意
識
を
も

っ
て
生

活
し
て
戴
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す

。

四
月
　
通
常
総
会

（
十
八
日

）
広
報
委
員
会

（
二
十
七
日

）

五
月
　
区
長
経
験
者
と
三
役
懇
談
会

（
八
日

）
合
同
班
長
会
議

（
十
二

　
　
　
日

）
防
護
委
員
会

（
十
九
日

）
公
民
館
運
営
委
員
会

（
二
十
六
日

）

六
月
　
役
員
会

（
二
日

）
広
報
編
集
会
議

（
九
日

）

　
　
　
第
二
回
運
営
委
員
会

〔
十
六
日

）

七
月
　
役
員
会
議

（
七
日

）
広
報
委
員
会

（
十
四
日

）

　
　
　
第
三
回
運
営
委
員
会

（
十
六
日

）

一

、
会
議

二

、
行
事

六
月
　
全
国
一
斉
美
化
作
業

（
六
日

）

七
月
　
屋
内
消
毒

（
四

、
十
一

、
十
八

、
二
十
五
日

）
一
〇
九
戸
実
施

　
　
　
男
の
料
理
教
室

（
二
十
一
日

）
二
十
名
参
加

三

、
主
な
区
内
要
望
事
項

六
月
　
防
犯
灯
六
灯
新
設

（
十
八
日

）

七
月
　
団
地
内
側
溝
土
砂
撤
去
作
業

（
六
日

）
二
十
一
箇
所
完
了

　
　
　
警
察
関
係

、
団
地
内
大
型
車
進
入
禁
止
標
識
標
示
完
了

（
七

 
 

月
中
旬

）
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